
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 47
問題あり： 2件
要確認： 6件
問題なし： 39件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

進藤金日子（しんどう かねひこ）

記載内容：「進藤金日子（しんどう かねひこ）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipedia、農林水産省官邸サイト等で一致

出身地・生年月日

記載内容：「秋田県大仙市出身の1963年生まれ」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイト「昭和３８年７月７日秋田県協和町（現大仙市）に生まれる」

岩手大学農学部

記載内容：「岩手大学農学部を卒業後に農林水産省へ入省」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイト「昭和６１年岩手大学農学部卒業○昭和６１年農林水産省入省」

在チリ日本大使館一等書記官

記載内容：「在チリ日本大使館一等書記官など海外経験も積み」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイトで確認

所属派閥

記載内容：「所属派閥は二階派（志帥会）」
検証結果：△要確認
理由：二階派の正式名称は「志帥会」であるが、進藤議員の現在の所属派閥について明確な公式記録を確
認できなかった



2. 数値情報  

初当選年

記載内容：「2016年の第24回参議院議員通常選挙（平成28年）で自由民主党から全国比例区で初当選」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイト「平成２８年７月参議院全国比例区より初当選」

政務官任期

記載内容：「総務大臣政務官兼内閣府大臣政務官（2019年～2020年）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイト「令和元年９月総務大臣政務官兼内閣府大臣政務官」

棚田地域振興法成立日

記載内容：「2019年6月12日の参院本会議で全会一致成立」
検証結果：✓正確
根拠・出典：日本法令索引「成立年月日：令和元年6月12日」、棚田NAVIでも確認

防災重点ため池法成立日

記載内容：「2020年6月12日の参院本会議で全会一致可決」
検証結果：✗誤り
正しい情報：「2020年6月19日法律第56号」として成立
根拠・出典：農林水産省公式サイト、阿南市公式サイト

農業用ため池数

記載内容：「全国に約14万箇所ある農業用ため池」
検証結果：✗誤り
正しい情報：約16万6千箇所（2019年時点）
根拠・出典：日本経済新聞2019年6月12日記事「農業用ため池の総数（16万6638カ所）」

農林水産物・食品輸出額

記載内容：「2024年に目前となっており」「農林水産物・食品の輸出1兆円」
検証結果：△要確認
理由：2024年は1兆5,073億円を達成し、1兆円は既に2021年に達成済み。記載が曖昧

3. その他の重要な事実関係  

棚田地域振興法の法案種別

記載内容：「議員立法による」
検証結果：✓正確
根拠・出典：棚田NAVI「議員立法による『棚田地域振興法』が衆参両院の全会一致をもって可決・成立」



農産品輸出促進法の改正

記載内容：「2020年に『農産品輸出促進法』の改正と統合が実現」
検証結果：△要確認
理由：具体的な法律名と改正内容の詳細を確認できなかった

石破内閣での財務政務官続投

記載内容：「2024年10月に発足した石破内閣では、進藤議員は引き続き財務政務官として」
検証結果：✓正確
根拠・出典：首相官邸公式サイト「石破内閣 大臣政務官名簿」で確認

農林水産物・食品の輸出実績

記載内容：「2022年に過去最高を記録した」
検証結果：△要確認
理由：2022年の輸出額は約1兆4,140億円で当時の過去最高だったが、2023年、2024年にも更新されてい
る

議員連盟所属数

記載内容：「所属議連数は『約164』にのぼり」
検証結果：△要確認
理由：具体的な数字の根拠となる公式資料を確認できなかった

TwitterアカウントとYouTubeチャンネル

記載内容：「2025年時点で公式のTwitterアカウントは確認できず」「YouTubeにも公式チャンネルを開
設」
検証結果：△要確認
理由：SNSアカウントの存在状況は時期によって変動するため、現時点での正確な確認が困難

改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 防災重点ため池法の成立日：「2020年6月12日」→「2020年6月19日」に修正
2. 農業用ため池数：「約14万箇所」→「約16万6千箇所」に修正

追加確認が推奨される情報  

1. 所属派閥：現在の派閥所属について最新情報の確認
2. 農産品輸出促進法の改正：具体的な法律名と改正内容の詳細確認
3. 議員連盟所属数：「約164」という具体的数字の根拠確認
4. 農林水産物・食品輸出額の目標と実績：1兆円目標の達成時期と現在の状況の整理
5. SNSアカウント状況：TwitterとYouTubeの最新状況確認



6. 農産物輸出実績の記述：2022年の「過去最高」記録について、その後の更新状況を含めた正確な記述

これらの修正と確認により、記事の信頼性と正確性が向上すると考えられます。
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